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「ゆめ」 とは 本来希望を意味する言葉であり、理想状態を表 現する言 葉であります。 しか し問題はこ
の 「ゆめ」が実 際に実現された時には、最早それ は 「ゆめ」 という言葉では説 明されません し、時には
それが 「ゆめ」で あった ことす らも忘れ去 られてしまうという事です 。従 って真剣に 「ゆあ」を論ずる
こ とは愚の骨頂 であ り、こち らが真剣になるほ ど 「ゆめ」 とはお偉 くないと思 います。
低温の世界には、 「超」 とか 「極」の 付 く言葉が ありますが、そのような言葉 は最近では科学技術の
分野一般でしば しば流行語の ように用い られています 。このような接頭語は或 る意味で 「ゆめ」を表現
してお り、これ らの分野に従事する人 々の 「ゆめ」を表わ した言葉 と言えるでし ょう。 しか し人間は、
卸 ちこのような言葉 を造 り出 した人 間は同時にこれ らの接頭語を取 り去 ることに一生懸命 にな って きた
筈 です。
自然現象の基本はe●アキレスに も追いつ けない亀"と は違い、ビ ッグ ・バ ンによ って この宇宙が出来
上が って以来変わる事な く逃 げて行 く事もなか った筈 で、それ を暗に知 ってい るか らこそ人はその厚 い
面 の皮を剥 いで来 たわ けです。従 って、 「超」や 「極」のつ く言葉は、本来 いずれその地位を剥奪 され
るものであり、そうすることが古 くか らの人間の楽 しみとな って来たと言えるで し ょう。今や新幹線も
夢の超特急 とは呼ばれ ません。それ故低温研究の将来について何を想 うか と聞かれれば、 「いつ までも
こめ ような 質問の対象にな っていてはいけない」と答えたい1と思います 。
さて このよ うに低温の世界 の地位 の失墜を望むわけですが、それでも何か 白けた存在にはな って欲 し
くはない と思います。世阿弥の'「花伝書」 に 「秘すれば花な り、秘さずば花 なるべか らず 」という言葉
が あります。低温の世界の姿が どの様に変わろ うとも、例えそれがたいした物ではないに しろ、何か を
秘 めているが故に存在価値を持 った世界であればと思います。少な くとも、rゆめ」を持 った人間に とら
て秘めたる 「ゆめ」の見い出せる世界 であれ ばと思います。
結局以上があ る意味で私の無責任 な 「ゆめ」であ るわけで、つまり 「ゆめ」が 「ゆめ」でな くなる事
が 「ゆめ」であ り、同時に 「ゆめ」が 「ゆめ」として残 っている事も 「ゆめ」.なのであ ります。非常に
矛盾 した話にな って しまったか も知れ ませんが、 きまぐれでしか 「ゆめ」は語れ ない と思 います 。もし
文句があれば 「トリイサン」に文句を言 って下 さい。1
ゆ め
基礎工学部(修士課程)臼 井 正 文
へ
今年は元旦以来 「初夢 」らしい 「初夢 」もみることな しに、松の内が明 けよ うとしている。 いや、本
当は 『夢 』をみているのか も知れ ない。 しか し、・朝∴ 目を覚ます頃 にば、す っか り忘れてしまって いる,
とにか く、最近は 自分で も驚 くほど 『夢 』をみなくな って しまった。少年の頃の無邪気で物事に感 じ
やすい心を失いつつあるせいか も知れ ない。'
眠っているときに見 る 『夢 』とともに、醒めている ときにみる『ゆめ 』もまた、最近は御無沙汰 して
いる。幼なか りし頃 とは違 って、現実 というやつがどうも「目の前にち らつ いて 、心の中に大 きくふ くら
んだ極彩色の 『ゆめ 』も、みるみ るうちに色あせてしぼんで しまいが ちである。
*****
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このままではいけないとい うわけで、新年早々、 ・「低温 」という畑に、 でっか い 『ゆめ 』の花を咲か
せてみよろ。(つ まり、1でっか い 「ほ ら」を吹いてみようということ)
そ こで、 「低温を極める」分野に関 して触れてみよ う。
現在、到達 している最 も低 い温度 は、核断熱消磁を用いることに よ って、冷凍温度10-5K(冷却温
度10-7K>であるそ うだ 。そ して、 低温 の世界の見識ある方 々の中には、 これが 「低温の底」であると
いう見方 もあるそうだ。それが もし事実であるな ら、 「低温を極める」ために残 され ているのは、冷凍
効率の良い冷却物質の開発や冷凍器の改良だけということになる。 これで は『ゆめ 』も何 もあ ったもの
ではない。
私は、む しろ 「低温に底があ ってた まるか」と声を大 き くして叫びたい。(た とえそれが 「ほ ら」で
あ ったとしても)
少な くとも、核冷却が 「低温の底」であることが厳密に証明されない限 りは、 『ゆめ 』をもちつづけ
たい。さらに言 うな らば、今 まで誰 も気づかなか った 『ゆめ 』の エン トロ ピー源 を発見 し、 『ゆめ 』の
冷凍法を考え出そ う。既存の冷凍法の改良などは、『ゆめ 』をみることを忘れた現実主義の人 々にまか
せておこう。た とえ、その新 しい冷凍法 で、核冷凍を超えることが出来な くても、悲観す ることはない。
「ゆめ追い人」には 「ゆめ追 い人」の喜びというものがあるはずた。
*****「
しか し、 もし不幸 にして、 『ゆめ 』にうなされて苦 しいときには一 そのときは、 しば らくの間、温
度を10gス ケ ールで表示するこどをやめ よう一 そうすれば、'1σ一5Kも10-7Kも絶対零度付近の些
細な争いに見えて くる。
そ して、気を大 きくもち直 して、 「低温を極め る」ことか らしば らく離れて、 「低温畑を耕す」 こと
に従事しよう。そこか ら得 られ る収穫は豊富セあろ う。そ して、その紋穫か ら適当な滋養分を摂取 し、
気力が充実す るのを待 って、それか ら再び 『ゆめ 』を追って野原に出か けよう。
「低温 における結晶 成長 のゆめ」
工学部 白 川
化合物半導体の光物性研究の過程で、液体窒素、液体ヘ リゥムとの付き合いが長いが、この小文を書
くに際し、低温および低温技術に関して、何 ら勉強 していない自分に驚いている。'低温での種々の研究
が始 った頃には、それに携った人々は、ほとんどが低温の専門家であり技術者にならざるをえなかった
と聞 くが、現在では、昨日まで液体窒素さえ見たこともなか った者でも、容易に液体ヘリウムを取扱う
ことができ、自身の実験測定に利用できる。この現状は過去の研究者にとっては、まきに夢であったこ
とと思われる。
さて、半導体結晶の物性研究に従事しているものにとっては、完全結晶の育成、格子欠陥や不純物の
一原子レベルでの制御は、一つの夢である。何年か前に、菅田先生も応用物理学会誌の巻頭言で、原子
を一つずつ運びかつ並べることにより完全結晶を作る時代がやがて訪れるだろうと書かれていたのを記
憶 している。これを実現する過程では、関係する物理量は、とてつもなく小さくなるものと大 きくなる
ものとに分れる事が予想される。一方、低温の世界は、多くの物理現象が古典力学で説明される室温の
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